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１．問題意識 
国際化の進展によって貿易の障壁がますます低くなり、グローバルな企業間競争がより

激しくなっている。さらに、顧客ニーズの多様化によって、製品のライフサイクルは短く

なり、新しい技術革新と ITの急速な普及がそれに拍車をかけている。このような経営環境
の大きな変化に対して、品質向上とコストダウンを武器に、国際マーケットへの進出を拡

大させる必要性がますます高くなってきた。このために、各企業は新しい技術と管理能力

の変革が不可欠になっており、経営戦略見直しのための新しい経営革新手法の導入に取り

組んでいる。 
本報告は，本学における韓国・中国・台湾出身の留学生を中心とした管理会計研究グル

ープにおける管理会計手法の国際移転に関する共同研究にもとづく。そこでは、原価管理

から原価改善のための手法としての ABC、製品開発のための戦略的コストマネジメント手
法としての原価企画、戦略の可視化と業績指標との方向付けのためのマネジメント・シス

テムとしての BSC、に着目し、研究メンバーの母国である韓国（ABC）・中国（原価企画）・
台湾（BSC）におけるこれらの経営手法の輸入に関して、その成功要因を、移転先の視点
から検討する。 
２．報告の概要 
さまざまな経営手法や技術の国際移転は、多くの場合，移転元の方に優れた手法を保有

し，まだ、発展途上，つまり遅れている移転先に移転するという暗黙の了解があるかもし

れない。そこでは、やや押し付け気味に進行する場合も多く、双方に多くの摩擦を生み出

しているのも現実である。そして、移転がうまく行かなければ現地の技術レベルの低さ，

人材の未熟さ，さらに文化の違いが指摘されることが多い。 
最近話題になっている ERPなどは、日本が移転先となるが、多くの課題があることが知
られている。逆に、日本の経営手法や管理システムを海外工場へ移転する場合にも同じこ

とが起こりがちである。海外からの手法導入に対する疑問を感じながら、一方でアジアや

中国へは相手先の事情を無視して日本の方法を押し付けてはいないだろうか。国際移転を、

進化の系統に例えてみれば、サルとヒトが共通の先祖から進化したように、根はひとつで
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も、各地域で多様に広がり発展し、すべてが同じような形態で進化するのではないことが

理解できる。 
経営技法の国際移転は、移転先の受け入れ状況が技法にフィットしなければうまくいか

ないことはいうまでもない。技法が、移転先のコンテキストの中で、修正されて、擦り合

わせられながら発展していく。多くの経営手法の国際移転もまた，各地域で発展を繰り返

していけば，移転元の姿と当然、異なってくる。どのような形に変化するかは，それこそ

移転元と移転先の相互作用で決まるだろう。 
 特に、90 年代以降のさまざまな変化が、アジア各国に大きな影響を与えている。米国と
欧州で発展した IT革命が、ASEANや韓国、台湾などを直撃し、アジア通貨危機をも引き
起こした。また、日本の資産バブル崩壊の過程から、90 年代以降、中国進出の加速が、各
国にさらに大きな変化をもたらしている。 
本報告では、このような共同研究を進めるにあたって、国際移転のフレームワークを検

討するための準備作業として、今後アジア経済の中心的な役割を担う韓国、中国、台湾に

おける管理会計技法の移転について、述べる。 
報告の目次は、１．はじめに、２．経営手法の国際移転の構図、3．各国における管理会
計技法の特徴（1）韓国における ABC の現状、（2）中国における原価企画の現状、（3）
台湾における BSCに現状、4．おわりに：今後の課題とする。 
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※ 詳しいレジュメは当日配布する予定。 

                                      2


